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医薬品の受託製造専門会社、武州製薬株式会社（本社：埼玉県川越市、代表取締役社長兼

CEO 松本康一郎）は、美里工場（埼玉県児玉郡美里町広木 950 番地）に、「美里コールド

チェーンセンター（大型冷蔵倉庫棟）」を 2020 年 9 月から運用を開始することをお知らせ

いたします。 

 

美里コールドチェーンセンターは 3,900 平方メートルの冷蔵倉庫棟で、冷蔵保管管理が必

要な無菌薬製剤およびバイオ製剤の保管倉庫として使用されます。この新棟は武州製薬の

「アジアハブ」戦略の重要なコンポーネントとして、国際的な製薬会社からのバルク製品を

日本に輸入し、品質検査、ラベル貼付、包装、そして日本およびアジア諸国への供給を可能

にします。日本国内の販売を目的とした医薬品には 100％目視検査が必要で、無菌製品や生

物学的製品では特に時間がかかり高い検査技術を必要とします。武州製薬では、プレフィル

ドシリンジ、液剤バイアル、凍結乾燥バイアルの検査工程を改善し、無菌医薬品の検査体制

を確立しました。 

 

またプレフィルドシリンジを含む８つの包装ラインを構築し、無菌充填ラインを強化する

ために注射用水設備を更新します。更に長期的な IT マスタープランの一環として、生産自

動化システムと分析情報管理システム（LIMS）をアップグレードしています。 

 

これまで複数の外資系製薬会社様から受託させていただいてきたお蔭で同社ではバイリン

ガルな技術移転チームが確立され、分析手法の移管を促進し、海外で充填された医薬品の検

査・包装・分析工程の検証を可能にしています。 

 

武州製薬の最高執行責任者である高野忠雄氏は、次のように述べています。 「私たちのア

ジア市場向けのハブ戦略が実現しつつあります。追加されたスペースと検査ラインにより、

お客様のバルク製品の多くを国内に輸入することができ、物流とサプライチェーンシステ

ムがより効率化されます。」  

 

 

武州製薬株式会社について 



1998 年 8 月設立のヘルスケア製品の受託製造専門会社（資本金、10 億円）です。武州製薬

は、日米欧などグローバルの最新 GMP 基準に基づいて国内外の医薬品製造販売メーカー

の治験薬、商用医薬品、医療機器の包装をはじめとする受託製造を行います。https：

//www.bushu-seiyaku.co.jp/ 

 

【本件に関するお問合わせ】 

マーケティング本部 飯田正 

住所：埼玉県川越市竹野 1 番地  

E-mail: tadashi.iida@bushu-pharma.com 


